
広報別海は、環境保護ため道産間伐材と古紙を配合した用紙および
100%植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用しています。
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■発　生　　1件（　 　）
■死　者　　0人（　 　）
■負傷者　　1人（　 　）
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■火　　災
　　　　　　　　　　　　　〔死者　０件（　　０）〕
■救　　急
■救　　助
■ドクターヘリ搬送
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災と救急火

（　）は前月比

※平成31年１月から外国人を含む人数を掲載しています。
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ご結婚おめでとう

お誕生おめでとう

国民健康保険税（７期）は
２月１日㈪まで

※納税には、便利な口座振替をご利用ください。
問合せ/税務課収納対策担当(内線1115・1116)

今月の
納期

※�戸籍届出時に窓口で承諾された方々のみ掲載して
います。

お誕生・ご結婚
令和２年12月１日から12月31日届出分まで

●●●●●●●●●別海町応援企画

乳和食公式サイトでは、レシピや調理動画がご覧いただけます。

■ ポイント
　団子の生地に水の代わりに牛乳を入
れて、あんにも牛乳を加えて塩分をお
さえてコクを出します。

　　＊白玉粉............................400ｇ
Ａ　＊砂糖.................................. 40ｇ
　　＊牛乳....................320～360㎖
　　＊しょうゆ.......................... 40㎖

Ｂ　＊みりん.............................. 30㎖
　　＊砂糖.................................. 80ｇ
　　＊牛乳.................................100㎖
Ｃ　＊片栗粉................................大２
　　＊水........................................大２
　　＊こしあん........................240ｇ
Ｄ　＊牛乳................................100㎖
　　＊砂糖....................................大２
　　＊しょうゆ............................大１
Ｅ　＊牛乳....................................小２
　　＊焼きのり............................１枚

材　料（４人分）

優秀賞作品 「お団子ちゃん」

考案者  上西春別中学校
木下梨緒奈､佐藤桜樹､佐藤未来､
藤田晃大､山本旭陽

❶ ボウルにＡの白玉粉と砂糖を入れ、
牛乳を少しずつ加えながら手でこね、
耳たぶ程度の固さになるまで練り上
げ、団子にする。

❷ 鍋に団子が全部つかる程度に水を入
れ、沸騰させる。沸騰したら、団子
を入れてゆで、団子が浮いてきたら
冷水にとる。

❸竹串にできた団子を刺す。
❹ みたらしあんを作る。鍋にＢを入れ

て火にかけ、砂糖が溶けたら火を止
め、混ぜ合わせておいたＣを回し入
れ、再度弱火にかけてちょうどいい
固さになるまで混ぜる。

❺ こしあんを作る。Ｄを鍋に入れて弱
火にかけ、３分練る。

❻磯辺タレを作る。Ｅを混ぜ合わせる。
❼ ③の団子にみたらしあん、こしあ

んをのせる。磯辺タレを団子に塗り、
焼きのりを適当な大きさにしてのせる。

作り方

　幼稚園の頃から夢は漁師になることでした。
　漁師である父や祖父の姿を見て、いつかは自
分もと決めていました。漁師の仕事は「見て覚
える」というのが基本で、大変なこともたくさ
んありますが、そういう部分にも男らしさと魅
力を感じます。また、働き者という意味で「よ
く稼ぐね」と周りの人から褒めてもらったとき
はとても嬉しいです。
　漁師をやる上で支えになっていることは、野
球とかるたで鍛えられた心だと思います。高校
を卒業した今も社会人チームに所属して、野球
をやっています。かるたは選手としてだけでは
なく、指導者として活動しています。相手が中
学生だからといって手は抜かず、１枚も取らせ
ないという思いで指導し、子どもたちには自分
もそうだったように、悔しさをバネに成長して
いってもらいたいです。
　そんな私の目標は、いつか自分も立派な漁師
になって父を超えることです。

乳和食オリジナルレシピ
コンテスト入賞作品

富崎 脩斗さん（尾岱沼）


